	090905  核心ニュース原稿1

	題　目
	過去、現在、未来問題の根本解決を提示

	アンカー
	第13次世界宣教大会が、８月31日およそ2000人が参加し、チャンチュン体育館にて開幕されました。

	内　　容
	柳総裁は1日午前1講のメッセージを通して、｢ただイエス・ただ福音・ただ伝道｣だけが過去の問題を完全解決する唯一の道であり、
宣教師たちはこの3つに決断を下し、重要な人々の前で｢ただイエス・ただ福音・ただ伝道｣の証人として立つようにと言いました。
　2講のメッセージで、インマヌエルの祝福を味わい、契約を握って祈りの中に深く入るとき、伝道弟子としての生き方ができると
述べ、すべての一般信徒は、伝道者の祈りの中にある人生になれば、今日の根本的問題は解決されると語りました。

　3講のメッセージでは、未来に対する根本解決は聖霊の満たしだけであるため、すべての重職者たちは聖霊の満たしを実際的に味わう

べきであると強調しました。

　最後に柳総裁は、重職者たちにタラッパン本部のメッセージと講壇メッセージの流れを逃さず、24時気楽に祈る中で、宇宙が
変化する体験をするようにと伝えました。

一方、重職者たちはこれから宣教をはじめ、少なくとも一週間ほどは宣教現場に行って、宣教地現場の産業に参加することを

勧告しました。そして、世界所々にRUTCをたて、すべて残る経済はRemnantのために集めるべきであると話しました。

	090905 核心ニュース原稿2

	題　目
	9ヶ国19家族－宣教師として派遣

	アンカー
	第13次世界宣教大会の宣教師派遣式が、大会最終日に行われ、福音で備えられた9ヶ国19家族が宣教師として派遣されました。

	内　　容
	RUTC建築委員長チョン・ウンジュ牧師は、宣教師たちに、ただイエスだけを宣べ伝える宣教師として派遣されることに対してお祝い
の言葉を贈りました。

総会に属している宣教師は今年を含め、合計29カ国150家族約300人が派遣されました。

　今回宣教大会は、チャンチュン体育館で行われ、先月31日から2泊3日間、51カ国約400人の宣教師、一般参加者約1600人、
合計およそ2000人が参加しました。

初日は、勇壮で華麗なステージで開幕し、交響曲演奏、連合聖歌隊の讃美、多民族の特別公演と手話讃美などの多様な公演がありま

した。それから10の地域別に国旗を持って入場し、宣境地を紹介する時間を持ちました。

　 二日目には10の地域別フォーラムの時間を持ち、宣教師たちは、国別に生々しい現場の状況と今までの宣教の働きを参加たちと分かち
合い、タラッパン家族が宣教地を心に留め、祈ることを願われました。

最終日閉幕式では(韓国)国内公演を目前にしている｢契約の旅程｣の俳優たちが、(派遣される宣教師の)新しい宣教旅程を祝い、情熱的な
舞台を繰り広げました。
一方、宣教大会30箇所の現場伝道キャンプの生々しい現場はドキュメントを制作し、｢生放送RUTC｣で11日午前11時、午後10時に放送する予定です。



	090905 核心ニュース原稿３

	題　目
	世界福音化のために連合した福祉の働きは必須

	アンカー
	第4次　社会福祉使命者大会が8月3日 チャムサラン教会にて行われ、牧会者、宣教師、専門家、Remnantなど約400人が参加しました。

	内　　容
	常任委員会柳光洙総裁は、2つのメッセージを通して、 ‘福祉’と‘エリート’の働きを逃しては 世界福音化は不可能であると話し、
今すぐ何かを始めようとせず、｢福祉｣が心に根を下す祈りと福祉宣教局がワンネスになることに焦点を当てることを強調して述べました。

講義の前、2014年(韓国に)在留外国人投票法が福祉と宣教に及ぼす影響に関しての特別講義、多文化保育園(子どもの家)、老人専門

療養施設など5つの社会福祉専門現場の働きについて発表し、30個の分野専門別フォーラムが行われました。

一方、社会福祉法人｢ Remnant｣は9月1ヶ月を｢後援の月｣と決め、後援者を募集します。核心やタラッパン内の大会場所にブースを設置
し、申し込みを受け付ける予定です。




